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12月補正予算案の編成方針について

当初予算や６月及び９月補正予算では、中小企業者農林水産業者をはじめ、
事業者の経営改善や府民生活を支援する施策を幅広く実施

１２月補正では、国の総合経済対策に先立ち、長期化する物価高
騰の影響を特に受けている業種への支援や人手不足対策など、
当面必要な施策等を実施

国の総合経済対策を踏まえた施策については、早期に効果が発現するよう
速やかに検討を実施

今回の概要

今後の方向性
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物価高騰等の影響を受ける地域公共交通を支援

地域公共交通原油価格高騰等対策事業費 220百万円新
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12月補正予算案の概要

原材料の高騰等で厳しい状況にある和装産業の需要を喚起

和装需要喚起支援事業費 250百万円新

ポイント

貸衣装、レンタル着物店等に対する
西陣織、京友禅の着物や帯の販売を支援

製造支援

流通支援

丹後の白生地を活用した着物の製造を支援

全国の様々な人に「本物の着物」を体験してもらうことで
和装需要の喚起を図る

公共交通を支える事業者に対し、燃料費や省エネ設備への転換等を支援

ポイント



12月補正予算案の概要

人手不足に対応するために事業者が実施する生産性向上に向けた取組を支援

生産性向上・人手不足対策事業費 310百万円

技術者不足に対応するための機器導入等を支援

新

ポイント

運転士の免許取得経費や人材確保に向けた取組等を支援道路旅客
運送業

宿泊業 省人化、省力化につながる機器導入等を支援

建設業

（例）自動チェックイン機、予約等管理システム、配膳・清掃等ロボットの導入

（例）二種免許取得のための教習経費、人材確保のための広報

（例）ウェアラブルカメラ、測量作業の省人化のためのドローン導入
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北部地域の看護師確保のための教育拠点として、高度医療にも対応する看護学校を整備

府立看護学校整備費 3,700百万円新 債務負担行為

ポイント

定員数を２０名拡充

12月補正予算案の概要
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学生寮はR8.4、学舎はR9.4から供用開始予定

府内観光が閑散期である１月の宿泊需要等を喚起

きょうと魅力再発見旅全国展開事業費 560百万円拡

12月に引き続き実施

農林水産業者の物価高騰の影響を受けにくい経営体質の確立を支援

→生産コストの削減に向けた省エネ機器の導入を支援

農林水産業経営改善支援事業費 500百万円拡

※６月、９月補正と合わせて 1,450百万円
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予算案の規模

令和５年度 現計予算

1,045,315百万円 令和５年度

補正後予算額

1,047,155百万円
令和５年度12月補正予算

1,840百万円


